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評 ば認昨べ挑漱てしるのは,

きヾ専な継続しているいう
～
』

とtった。とても″神咄る。
式国鉄水は母イクとのアUれに際し「壱口れ女,cfc・…・
たくさんの人にll■れてきまにたが、 ま止めます
私は武幽 フた。移人 比軟では

なん慟鼈?」との質間に
れ/Jいだ楡で1失して柳鶴ゞ tで はない

その言葉 こ′陳められたI
じ為

やるべさ幸
ようだ。そ中功ま.し刊向に7月野となり当り前レ0がが ,婦
tZ時に刻ヒしプリ自この購れに堺勒ちのだ。

ったりの輝ヒラ鶴、もっじ勘 百乙殊わ見L/Kみめ。
人に期待するよりは自分つ漱 そク。
そして、ねんで

'も何かな楓む。だって者晰場にはじメノL

升

~二

瞑

スト́リーの畑 なlページネリになるのだいう。・・


